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Abstract
The purpose of this study was to examine body composition, isometric and isokinetic strength, 1RM 
tests and physical fitness in free style and Greco-Roman style wrestlers with top-ranked in Japan. The 
subjects were ten national-leveled wrestlers with light-weight crass of Free （FS group, n=5） and Greco-
Roman style （GS group, n=5）．  
The obtained results were summarized as follows:
1. GS group was decreasing the score of 3sets of sit-up test significantly. 
2. FS group showed significantly higher isometoric back strength respectively and elbow extension 
strength than GS group （p<0.05）．
3. FS group showed significantly higher T score of all isometric strength than GS group （p<0.05）． 
In conclusion, these results suggest that 1） GS group tended to be inferior in physical capacity 
compared with FS group in light-weight crass wrestlers and 2） that it would be necessary to do 
training which fit the specificity in both style to succeed in the world.
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Ⅰ．緒言
　レスリング競技は，体重に応じた階級に分かれ，相
手をコントロールし，最終的にフォールを目指す競技
である．そのため，より高いパフォーマンスを発揮す
るには，相手の動きをコントロールする高い筋力，試
合後半まで攻撃し続けるパワーや筋持久力および全身
持久力などが総合的に必要であるとされている1）．従
って，レスリング競技において体格や体力の要素は，
競技パフォーマンスを左右する重要な因子であると考
えられる．
　レスリング競技は，フリースタイルとグレコローマ
ンスタイルの二つの競技スタイルに分かれており，フ
リースタイルについてみると，全身のどこを攻撃・防
御してもいいルールであり，グレコローマンスタイル
では，上半身の攻防のみが許され，脚を使った攻撃や
防御はルールとして禁止されている． また，レスリ
ング競技の試合形式は，2004年のアテネオリンピッ
ク以後大きくルールの改正がなされた．これまでのル
ールでは，３分間の２ピリオド（インターバル30秒間，
最大延長３分間）となっていたが， 新ルールでは，フ
リースタイルの場合１ピリオド，２分間で計３ピリオ
ド行われるのに対して，グレコローマンスタイルにお
いては各ピリオドとも，試合開始から１分が経過した
時点で試合が止められ，クロス・ボディ・ロック（俵
返しをする時の組み方）によるグラウンド・レスリン
グの攻防が行なわれる（30秒間・攻守交代）ように
なった． 
　両スタイルの特徴についてみると，フリースタイル
の場合，全身への攻撃が許されることから攻撃できる
部位が多く，そのためフットワークを基本として相手
への攻撃を試みる機会が多い2）．一方，グレコローマ
ンスタイルでは，上半身のみへの攻撃しか許されてい
ないため，相手との接近戦になることが多いことから，
差し手争いによる有利な組み手をつくることが重要で
あるとされている2）． 以上のことから，同じレスリン
グ競技であってもスタイルによって攻撃や防御に関わ
る身体的要素や技術的要素が異なるものと考えられ，
トレーニングによって強化しなければならない体力的
要素についても競技スタイルによって異なるものと考
えられる． 
　日本のレスリング競技の現状についてみると，世界
レベルで上位にランキングしている選手は，軽量級が
殆どを占めており，階級が上がるに従って競技実績の
低い状態が現状である．これまでのレスリング競技を
中心とした研究報告についてみると，体力的特徴を明
らかにすることを目的に等尺性最大筋力3），全身持久
力4），無酸素性パワー 5）などを中心に検討を行ってい
る報告が多数みられる．しかし，これらの研究は，ほ
とんどが競技レベルの違う被検者を比較した研究や階
級別による体力的要素をどちらかのスタイルのみで検
討した研究が主流となっている6,7,8,9,10）．さらに，これ
らの研究の中で特に階級別に検討した報告結果につい
てみると，軽量級選手が相対的筋力や体力的要素が高
いとし，その結果によって軽量級選手が世界レベルに
通用する階級である可能性を示唆している．しかしな
がら，軽量級選手において競技スタイル別に身体的，
体力的な要素の特徴を検討した研究報告はなされてい
ないのが現状である．
　そこで本研究では，日本トップレベルの選手（軽量
級）を対象に，フリースタイルとグレコローマンスタ
イルを専門とする選手に分類し，両スタイルにおいて
どのような身体的特徴や体力的要素の差異がみられる
かについて検討することを目的とした． 
Ⅱ．方法
１．被検者
　本研究の被検者は，Ｎ大学レスリング部に所属する
軽量級選手（55㎏級・60㎏級）の10名であった．なお，
10名の被検者は，フリースタイルを専門とする選手
５名（Free style group,以下FS群），グレコローマン
スタイルを専門とする選手５名（Greco-Roman style 
group,以下GS群）であった．　　　　
　被検者の競技レベルは，全日本選手権，全日本学生
選手権優勝者を含む全日本選手権ベスト８以上の10
名であった．なお，全ての被検者は国際大会の経験を
有している．
　FS群では，平均年齢21.4±0.5（歳），競技歴8.6±
2.5（年）であり，GS群では，平均年齢21.8±1.6（歳），
競技歴9.0±3.4（年）であった．
２．測定項目
１）身体組成
　身体組成については，身長，体重，指極，胸囲，腹
囲，体脂肪率，除脂肪体重を指標とした．体重，体脂
肪率，除脂肪体重の測定については，タニタ社製体組
成計BC-118Eを用いてインピーダンス法にて測定した．
インピーダンス法での測定では，被検者の条件を統一
するため，朝の起床直後（食事や水分摂取をしてない
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状態）に測定を行った．
２）体力測定
　体力測定については，垂直跳び，長座体前屈，反応
時間，ロープ登りテスト，腹筋テストを指標とした．
　長座体前屈，垂直跳びについては，文部科学省・旧
体力テスト実施要項に基づきそれぞれ２回行い，その
平均値を代表値とし，反応時間については，多用途反
応動作評価システムMulti-PAS プログラム（ディケイ
エイチ社製IFS-49）を用いて測定した．マルチパスシ
ステムから４mの位置に刺激装置を置き測定を３回行
いその平均値を代表値とした．
　ロープ登りテストについては，４mのロープを用い
て，臀部を床につけた姿勢から上肢のみを使って出来
るだけ速く登らせた．計測は，４m地点にタッチする
までの時間を記録とし，タッチしてから30秒間の休
息時間を設け，２セット行わせた．
　腹筋テストについては，傾斜角40度の腹筋台を用
いて，30秒間出来るだけ速く腹筋運動を行わせ，回
数を記録した．なお，休息は30秒間とし，３セット
繰り返し，各セットの腹筋運動の回数を求めた．なお，
以上の２種目は，日本レスリング協会のジュニアレス
ラーのためのトレーニングガイドブック11）を参照に
行った．
　
３）1RMテスト
　1RMテストでは，ハイクリーン，ベンチ・プレ
ス，スクワットを指標とした．なお，以上の３種目は，
NSCAの1RMテスト手順12）に従って行わせ，得られ
た値を代表値とした．
４）等尺性最大筋力
　等尺性筋力については，握力，背筋力，体幹部の伸
展・屈曲力，肘の伸展・屈曲力，膝の伸展・屈曲力を
指標とした．
　握力，背筋力は，デジタル式筋力計（竹井機器社製）
を用いて測定した．握力，背筋力の測定は，それぞれ
２回行い，その平均値を代表値とした．
　体幹部，肘および膝の伸展・屈曲による等尺性筋力
は，筋力測定機器BIODEX System3（BIODEX社製）
を用いて測定した．
　体幹部の伸展・屈曲力測定時における被検者の固定
は，BIODEX System3 ユーザーガイドに記載されて
いる条件に沿って以下のように行った．バックアタッ
チメントをダイナモメーターに取り付け，被検者をバ
ックアタッチメントに乗せ下腿部と肩にそれぞれベル
トを装着し，バックアタッチメントのフットレストに
足を乗せた状態で固定した．
　ニュートラルポジションから伸展・屈曲ともに０度
に固定し，それぞれ最大努力で５秒間の筋力発揮を
30秒間の休息時間を置き５セット行わせ，各試行に
よる最大値の平均を代表値とした．なお，両腕は胸部
の前方にて組ませた状態で，両手はどこも握らないよ
う被検者に指示をした．
　肘の伸展・屈曲の測定条件は，肩の上下動の影響を
無くすため，腕を45度外転した状態にさせ，体幹と
腰部をそれぞれベルトで固定した．また，測定側の腕
は，肘関節の中心を機器のダイナモヘッド軸の中心に
同調させ，上腕部をパットに固定した．
　肘関節伸展位を０度として，伸展・屈曲ともに肘関
節90度に固定し，それぞれ最大努力で５秒間の筋力
発揮を30秒間の休息時間を置き５セット行わせ，各
試行による最大値の平均を代表値とした．なお，伸展
時は身体に対して前方真っ直ぐに力発揮をするように，
また，屈曲時は身体に対して後方真っ直ぐに力発揮す
るよう被検者に指示をした．
　膝の伸展・屈曲の測定条件は，被検者を股関節90
度屈曲位の状態にさせ，体幹と腰部，大腿部にそれぞ
れベルトを装着し固定した．また，測定側の足は，膝
関節の中心を機器のダイナモヘッド軸の中心に同調さ
せ，下腿末梢部をパットに固定した．
　膝関節伸展位を０度として，伸展・屈曲ともに膝関
節90度に固定し，それぞれ最大努力で５秒間の筋力
発揮を30秒間の休息時間を置き５セット行わせ，各
試行による最大値の平均を代表値とした．なお，両腕
は胸部の前方にて組ませた状態で，両手はどこも握ら
ないようにすること，さらに，伸展時は身体に対して
前方真っ直ぐに力発揮をするように，また，屈曲時は
身体に対して後方真っ直ぐに力発揮するよう被検者に
指示した．
５）等速性筋力
　等速性筋力は，体幹部，肘および膝の伸展・屈曲力
を指標とした．体幹部，肘および膝の伸展・屈曲によ
る等速性筋力は， BIODEX System3 を用い測定した．
　体幹部の伸展・屈曲力測定時における被検者の固定
は，BIODEX System3 ユーザーガイドに記載されて
いる条件に沿って以下のように行った．バックアタッ
チメントをダイナモメーターに取り付け，被検者をバ
ックアタッチメントに乗せ下腿部と肩にそれぞれベル
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トを装着し，バックアタッチメントのフットレストに
足を乗せた状態で固定した．
　可動域はニュートラルポジションから伸展時を95
度とし，屈曲時を15度とした．95度から15度までの
伸展，および15度から95度までの屈曲を最大努力で
連続３回行わせ，各試行によるそれぞれの最大値の平
均を代表値とした．角速度は30・120deg/secの２条
件に設定し測定間の休息は２分間とした．なお，両腕
は胸部の前方にて組ませた状態で，両手はどこも握ら
ないよう被検者に指示をした．
　肘の伸展・屈曲の測定条件は，肩の上下動の影響を
無くすために腕を45度外転した状態にさせ，体幹と
腰部にそれぞれベルトを固定した．また，測定側の腕
は，肘関節の中心を機器のダイナモヘッド軸の中心に
同調させ，上腕部をパットに固定した．
　肘関節伸展位を０度として，肘関節90度から０度
までの伸展，および０度から90度までの屈曲を最大
努力で連続３回行わせ，各試技による左右それぞれの
最大値の平均を代表値とした．角速度は，60・180・
300 deg/ secの３条件に設定し，測定間の休息は２分
間とした．なお，伸展時は身体に対して前方真っ直ぐ
に力発揮をするように，また，屈曲時は身体に対して
後方真っ直ぐに力発揮するよう被検者に指示した．
　膝の伸展・屈曲の測定条件は，被検者を股関節90
度屈曲位の状態にさせ，体幹と腰部，大腿部にそれぞ
れベルトを装着し固定した．また，測定側の足は，膝
関節の中心を機器のダイナモヘッド軸の中心に同調さ
せ，下腿末梢部をパットに固定した．
　膝関節伸展位を０度として，膝関節90度から０度
までの伸展，および０度から90度までの屈曲を最大
努力で連続３回行わせ，各試技による左右それぞれの
最大値の平均を代表値とした．角速度は，60・180・
300 deg/ secの３条件に設定し，測定間の休息は２分
間とした．なお，両腕は胸部の前方にて組ませた状態
で，両手はどこも握らないようにすること，さらに，
伸展時は身体に対して前方真っ直ぐに力発揮をするよ
うに，また，屈曲時は身体に対して後方真っ直ぐに力
発揮するよう被検者に指示した．
６）ミドルパワーおよびハイパワー
　ミドルパワーおよびハイパワーの測定には，コンビ
社製パワーマックスVⅡを用いて測定し，サドル位置
を各被検者に適した高さに設定し，足部をベルトで固
定した．なお，被検者にはサドルから腰を上げないよ
う，測定前および測定中を通じて指示を与えた．
　ミドルパワーの測定では，3kpの負荷に設定し30
秒間の最大努力による全力ペダリング運動を行わせ，
30秒間の平均を代表値とし，ハイパワーの測定では，
10秒間の最大努力による全力ペダリング運動を３セ
ット，セット間の休息時間を120秒間として３セッ
ト繰り返した．負荷条件は，4kpより１セットごとに
2kpずつ上げて行わせ，それぞれの最大値を代表値と
した．
　パワーマックスVⅡに発揮されたパワー値は，パワ
ーマックスVⅡに装着した専用ケーブルから導出し，
パーソナルコンピューターに取り組んだ．その後，コ
ンビ社製のPOWERMAX-VⅡデータ収集プログラム
Ⅰ（V1.00）を用いて分析を行った．
　　
３．統計処理
　全ての値は平均値±標準偏差で示した．統計処理に
は，分析ソフトSPSS（Version11.0.1J）を用いた．各
項目の差の検定については，対応のないＴ検定を用い，
有意差があった項目については，一元配置分散分析を
用いた．なお，各測定項目については，全被検者を母
集団としてＴスコアを算出し各群におけるＴスコアに
よる平均値を求めた．
Ⅲ．結果
　
１．身体的特徴
　身体的特徴では，FS群についてみると，身長161.2
±4.4（cm）， 体 重61.5±2.1（kg）， 指 極163.0±5.0
（cm）， 胸 囲89.7±2.2（cm）， 腹 囲72.1±0.5（cm）
であり，GS群では，身長163.0±5.7（cm），体重61.5
±2.9（kg）， 指 極164.3±6.8（cm）， 胸 囲88.6±3.5
（cm），腹囲73.6±2.2（cm）であった．なお，体脂
肪率および除脂肪体重については，FS群では体脂肪
率12.1±1.4（%），除脂肪体重54.1±1.9（kg）であ
り，GS群は体脂肪率11.2±2.7（%），除脂肪体重54.7
±3.4（kg）であった．なお，身体的特徴の全ての項
目において両群間に有意な差は認められなかった（表
1）．
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２．体力測定
　垂直跳び，長座体前屈，反応時間，ロープ登りテス
トに関する体力測定についてみると，いずれの項目に
おいても両群間に有意な差は認められなかった．また，
腹筋テストについてみると１セット目がFS群（31.2
±3.9回），GS群（31.4±1.9回），２セット目はFS群
（28.6±4.3回），GS群（27.6±1.1回），３セット目で
はFS群（24.4±5.3回），GS群（23.6±3.0回）であった．
いずれの項目においても両群間に有意な差は認められ
なかった．一方，各群における１セット目から３セッ
ト目までの回数を比較するとFS群においては，１セ
ット目から２セット目（p<0.01）および２セット目か
ら３セット目（p<0.05），１セット目と３セット目ま
での値において有意な低下は認められなかった．しか
し，GS群では，１セット目に比べて２，３セット目の
値にいずれも有意な低下が認められた．さらに，１セ
ット目に比べて３セット目の値において有意な低下が
認められた（p<0.05）（表2）．
表1．各被検者の身体的特徴．
被検者
年齢 競技歴 身長 体重 指極 胸囲 腹囲 体脂肪率 除脂肪体重
（歳） （年） （cm） （kg） （cm） （cm） （cm） （%） （kg）
FS群
Y.M. 21 8 159.0 60.8 164.0 90.5 72.0 13.6 52.5 
N.T. 22 7 161.0 60.1 161.5 93.0 72.8 9.8 54.2 
T.I. 21 13 157.0 60.2 156.0 87.8 72.5 12.3 52.8 
S.M. 21 7 168.5 65.2 170.0 88.0 71.7 12.2 57.3 
Y.I. 22 8 160.5 61.2 163.5 89.0 71.5 12.5 53.6 
平均値 21.4 8.6 161.2 61.5 163.0 89.7 72.1 12.1 54.1
標準偏差 0.5 2.5 4.4 2.1 5.0 2.2 0.5 1.4 1.9
GS群
T.O. 21 7 163.0 61.6 172.0 85.0 72.7 11.8 54.3 
K.H. 23 8 160.5 62.3 162.0 88.2 77.4 15.5 52.6 
K.H. 24 15 164.1 62.3 163.8 92.0 72.5 9.7 56.7 
T.T. 21 7 156.0 56.8 154.5 85.5 72.0 10.7 50.7 
T.Y. 20 8 171.5 64.7 169.2 92.5 73.6 8.3 59.3 
平均値 21.8 9.0 163.0 61.5 164.3 88.6 73.6 11.2 54.7
標準偏差 1.6 3.4 5.7 2.9 6.8 3.5 2.2 2.7 3.4
被検者
垂直跳び 長座体前屈 反応時間 ロープ登りテスト(秒) 腹筋テスト(回)
(cm) (cm) （sec） 1セット目 2セット目 1セット目 2セット目 3セット目
FS群
Y.M. 50 40 0.289 13.78 16.08 33 30 29
N.T. 73 49 0.232 9.23 10.81 33 29 20
T.I. 61 51.5 0.237 9.19 11.97 30 24 19
S.M. 62 39 0.283 9.21 10.27 25 25 23
Y.I. 54 53.5 0.279 9.58 11.63 35 35 31
平均値 60.0 46.6 0.264 10.20 12.15 31.2 28.6 24.4
標準偏差 8.8 6.7 0.03 2.01 2.30 3.9 4.3 5.3
GS群
T.O. 54 46.5 0.306 11.45 13.97 32 26 20
K.H. 60 48.5 0.309 14.84 25.89 32 29 28
K.H. 63 70 0.295 9.87 13.99 33 28 22
T.T. 62 41.5 0.226 12.83 15.12 28 28 24
T.Y. 73 53.5 0.248 9.31 11.2 32 27 24
平均値 62.4 52.0 0.277 11.66 16.03 31.4 27.6 23.6＊
標準偏差 6.9 10.9 0.04 2.25 5.70 1.9 1.1 2.9
表2．体力測定．
＊p<0.05 vs2セット目 ✝
✝ ✝
p<0.01 vs1セット目
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３．1RMテスト
　ハイクリーン，ベンチ・プレス，スクワットの1RM
テストにおける，絶対値および体重あたりの相対値に
ついてみると，いずれのテスト項目においてもFS群
がGS群に比べて高い値を示す傾向であったが統計学
的に有意な差は認められなかった（表3）．
表3． 1RM の絶対値および体重あたりの相対値．
被検者
ハイクリーン ベンチ・プレス スクワット
(kg) (kg/kg) (kg) (kg/kg) (kg) (kg/kg)
FS群
Y.M. 70.0 1.15 85.0 1.40 110.0 1.81 
N.T. 110.0 1.83 100.0 1.66 130.0 2.16 
T.I. 95.0 1.58 85.0 1.41 110.0 1.83 
S.M. 95.0 1.46 90.0 1.38 130.0 1.99 
Y.I. 85.0 1.39 85.0 1.39 115.0 1.88 
平均値 91.0 1.48 89.0 1.45 119.0 1.93
標準偏差 14.7 0.25 6.5 0.12 10.2 0.15
GS群
T.O. 85.0 1.32 85.0 1.28 100.0 1.77 
K.H. 82.5 1.20 80.0 1.28 110.0 1.77 
K.H. 75.0 1.50 80.0 1.50 100.0 1.61 
T.T. 85.0 1.39 85.0 1.16 130.0 1.85 
T.Y. 90.0 1.36 75.0 1.32 120.0 1.83 
平均値 83.5 1.35 81.0 1.31 112.0 1.77
標準偏差 5.5 0.11 4.2 0.12 13.0 0.25
４．等尺性最大筋力
　背筋力についてみると絶対値では，FS群（157.9±
12.9kg）がGS群（137.6±9.9kg）に比べて有意に高
い値を示した（p<0.05）．また，体重あたりの相対値
においてもFS群（2.57±0.18kg/kg）がGS群（2.23±
0.09kg/kg）に比べて有意に高い値を示した（p<0.05）．
そして，肘伸展筋力についてみると，絶対値ではFS
群（76.3±11.5kg） がGS群（58.3±12.9kg） に 比 べ
て有意に高い値を示した（p<0.05）．また，体重あた
りの相対値においてもFS群（1.24±0.20kg/kg）がGS
群（0.94±0.18kg/kg）に比べて有意に高い値を示し
た（p<0.05）．他の項目についてみるとFS群がGS群に
比べて有意な差ではないが全体的に高い傾向を示した
（表4）．
被検者
握力 背筋力
体幹 膝 肘
伸展 屈曲 伸展 屈曲 伸展 屈曲
(kg) (kg/kg) (kg) (kg/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg)
FS群
Y.M. 41.4 0.68 138.5 2.28 289.7 4.76 166.4 2.74 249.4 4.10 74.6 1.23 76.6 1.26 63.8 1.05
N.T. 52.5 0.87 167.0 2.78 354.6 5.90 198.4 3.30 328.2 5.46 101.7 1.69 64.9 1.08 55.1 0.92
T.I. 40.5 0.67 152.5 2.53 219.2 3.64 138.8 2.31 271.9 4.52 81.3 1.35 76.5 1.27 61.5 1.02
S.M. 35.0 0.54 171.0 2.62 289.9 4.45 127.7 1.96 329.1 5.05 116.0 1.78 68.9 1.06 38.4 0.59
Y.I. 56.1 0.92 160.5 2.62 303.4 4.96 183.7 3.00 345.6 5.65 96.3 1.57 94.8 1.55 56.8 0.93
平均値 45.1 0.74 157.9＊ 2.57＊ 291.4 4.74 163.0 2.66 304.8 4.95 94.0 1.52 76.3＊ 1.24＊ 55.1 0.90
標準偏差 8.8 0.16 12.9 0.18 48.4 0.82 29.7 0.54 41.7 0.64 16.5 0.23 11.5 0.20 10.0 0.18
GS群
T.O. 40.0 0.65 130.0 2.11 236.2 3.83 146.9 2.38 249.4 4.05 92.5 1.50 61.2 0.99 56.8 0.92
K.H. 42.3 0.68 138.0 2.22 190.2 3.05 127.4 2.04 262.2 4.21 68.8 1.10 69.3 1.11 49.2 0.79
K.H. 43.5 0.70 139.0 2.23 203.0 3.26 144.3 2.32 292.3 4.69 77.9 1.25 48.4 0.78 55.9 0.90
T.T. 39.4 0.69 128.0 2.25 226.5 3.99 115.5 2.03 215.9 3.80 58.8 1.04 41.7 0.73 41.2 0.73
T.Y. 47.3 0.73 153.0 2.36 384.4 5.94 203.6 3.15 292.3 4.52 95.3 1.47 70.9 1.10 56.4 0.87
平均値 42.5 0.69 137.6 2.23 248.1 4.01 147.5 2.39 262.4 4.25 78.6 1.27 58.3 0.94 51.9 0.84
標準偏差 3.1 0.03 9.9 0.09 78.4 1.14 33.9 0.45 32.1 0.36 15.5 0.21 12.9 0.18 6.7 0.08
＊：p<0.05,GS群に対して
表4．等尺性最大筋力の絶対値および体重あたりの相対値．
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５．等速性筋力
　体幹部，肘および膝の伸展・屈曲における等速性
筋力についてみると，体幹部の伸展・屈曲力そして，
肘の伸展・屈曲力において角速度60，180，300deg/
secでは，絶対値および体重あたりの相対値において，
FS群がGS群に比べてそれぞれ高い傾向を示したもの
の有意な差は認められなかった（表5,6）．また，膝の
伸展・屈曲力における角速度60deg/secでは，絶対値
および体重あたりの相対値において，FS群がGS群に
比べて高い値を示したものの有意な差は認められな
かった．一方，膝の伸展・屈曲力における角速度180，
300deg/secでは，絶対値および体重あたりの相対値に
おいてGS群がFS群に比べてそれぞれ高い値を示した
ものの有意な差は認められなかった（表7）．
伸展 屈曲
被検者
ピークトルク
（30deg/sec)
ピークトルク
（120deg/sec)
ピークトルク
（30deg/sec)
ピークトルク
（120deg/sec)
(Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg)
FS群
Y.M. 277.2 4.56 254.5 4.19 199.8 3.29 192.9 3.17
N.T. 307.4 5.11 332.7 5.54 232.0 3.86 179.9 2.99
T.I. 193.8 3.22 206.2 3.43 192.2 3.19 129.5 2.15
S.M. 243.8 3.74 298.9 4.58 118.2 1.81 176.8 2.71
Y.I. 196.4 3.21 198.9 3.25 184.2 3.01 192.9 3.15
平均値 243.7 3.97 258.2 4.20 185.3 3.03 174.4 2.84
標準偏差 49.8 0.84 58.0 0.93 41.7 0.75 26.2 0.42
GS群
T.O. 211.7 3.44 256.9 4.17 120.8 1.96 153.0 2.48
K.H. 170.4 2.74 184.9 2.97 188.9 3.03 136.7 2.19
K.H. 212.1 3.40 245.1 3.93 192.6 3.09 157.3 2.52
T.T. 151.4 2.67 156.3 2.75 98.4 1.73 117.2 2.06
T.Y. 291.7 4.51 267.2 4.13 205.4 3.17 208.2 3.22
平均値 207.5 3.35 222.1 3.59 161.2 2.60 154.5 2.50
標準偏差 54.0 0.74 48.7 0.68 48.2 0.69 33.9 0.45
表5 ．体幹の伸展・屈曲における等速性ピークトルクの絶対値および体重あたりの相対値．
伸展 屈曲
被検者
ピークトルク
（60deg/sec)
ピークトルク
（180deg/sec)
ピークトルク
（300deg/sec)
ピークトルク
（60deg/sec)
ピークトルク
（180deg/sec)
ピークトルク
（300deg/sec)
(Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg)
FS群
Y.M. 51.6 0.85 42.6 0.63 41.5 0.70 38.0 0.48 29.2 0.68 27.5 0.45 
N.T. 54.9 0.91 41.2 0.75 31.1 0.69 45.0 0.59 35.4 0.52 33.1 0.55 
T.I. 60.2 1.00 55.9 0.76 45.8 0.93 45.7 0.66 39.7 0.76 34.5 0.57 
S.M. 49.2 0.75 45.2 0.60 41.9 0.69 39.4 0.48 31.4 0.64 29.3 0.45 
Y.I. 66.1 1.08 48.8 0.63 41.7 0.80 38.4 0.48 29.4 0.68 30.6 0.50 
平均値 56.4 0.92 46.7 0.67 40.4 0.76 41.3 0.54 33.0 0.66 31.0 0.50
標準偏差 6.8 0.13 5.9 0.07 5.5 0.10 3.7 0.08 4.5 0.09 2.8 0.06
GS群
T.O. 61.2 0.99 48.2 0.52 43.3 0.78 32.0 0.42 26.0 0.70 29.3 0.47 
K.H. 43.3 0.70 31.2 0.52 31.5 0.50 32.6 0.44 27.5 0.51 29.0 0.47 
K.H. 53.4 0.86 50.1 0.92 40.6 0.80 57.3 0.70 43.4 0.65 31.6 0.51 
T.T. 34.4 0.61 34.9 0.53 33.4 0.61 30.3 0.58 33.1 0.59 28.0 0.49 
T.Y. 39.6 0.61 35.1 0.60 35.7 0.54 38.5 0.42 27.2 0.55 29.9 0.46 
平均値 46.4 0.75 39.9 0.62 36.9 0.65 38.1 0.51 31.4 0.60 29.6 0.48
標準偏差 10.8 0.17 8.6 0.17 4.9 0.14 11.2 0.12 7.2 0.08 1.3 0.02
表6．肘の伸展・屈曲における等速性ピークトルクの絶対値および体重あたりの相対値．
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６．ミドルパワーおよびハイパワー
　ミドルパワーにおける30秒間の平均値，ハイパワ
ーの負荷強度4kp， 6kpについてみると，絶対値およ
び体重あたりの相対値において，FS群がGS群に比べ
て高い値を示したものの有意な差は認められなかった．
一方，ハイパワーの負荷強度8kpでは，絶対値および
体重あたりの相対値においてGS群が，FS群に比べて
高い値を示したものの有意な差は認められなかった
（表8）．
伸展 屈曲
被検者
ピークトルク
（60deg/sec)
ピークトルク
（180deg/sec)
ピークトルク
（300deg/sec)
ピークトルク
（60deg/sec)
ピークトルク
（180deg/sec)
ピークトルク
（300deg/sec)
(Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg) (Nm) (Nm/kg)
FS群
Y.M. 161.1 2.65 104.4 1.72 77.5 1.27 100.1 1.65 77.8 1.28 68.9 1.13 
N.T. 167.8 2.79 114.9 1.91 84.9 1.41 89.3 1.49 88.6 1.48 65.8 1.10 
T.I. 182.9 3.04 108.3 1.80 77.7 1.29 86.0 1.43 68.1 1.13 57.8 0.96 
S.M. 186.4 2.86 124.6 1.91 100.8 1.55 130.7 2.00 99.2 1.52 85.4 1.31 
Y.I. 185.7 3.04 131.3 2.15 92.05 1.50 118.9 1.94 97.8 1.60 82.7 1.35 
平均値 176.8 2.87 116.7 1.90 86.6 1.41 104.9 1.70 86.3 1.40 72.1 1.17
標準偏差 11.6 0.17 11.2 0.16 10.0 0.12 19.2 0.26 13.3 0.19 11.7 0.16
GS群
T.O. 181.2 2.94 116.5 1.89 82.6 1.34 112.0 1.82 96.2 1.56 84.6 1.37 
K.H. 167.8 2.69 114.9 1.84 84.9 1.36 89.3 1.43 88.6 1.42 65.8 1.06 
K.H. 183.5 2.95 122.1 1.96 90.0 1.44 110.1 1.77 92.2 1.48 77.5 1.24 
T.T. 118.1 2.08 103.3 1.82 79.8 1.40 73.2 1.29 69.0 1.21 56.5 0.99 
T.Y. 189.2 2.92 130.7 2.02 103.6 1.60 103.4 1.60 98.2 1.52 80.5 1.24 
平均値 168.0 2.72 117.5 1.91 88.2 1.43 97.6 1.58 88.9 1.44 73.0 1.18
標準偏差 28.9 0.37 10.0 0.08 9.4 0.10 16.2 0.22 11.7 0.14 11.6 0.15
表7．膝の伸展・屈曲における等速性ピークトルクの絶対値および体重あたりの相対値．
被験者
ミドルパワー(3kp)
ハイパワー
4kp 6kp 8kp
(wat) (wat/kg) (wat) (wat/kg) (wat) (wat/kg) (wat) (wat/kg)
FS群
Y.M. 379.5 6.24 588.0 9.67 659.0 10.84 556.0 9.14 
N.T. 465.1 7.74 707.0 11.76 930.0 15.47 946.0 15.74 
T.I. 380.1 6.31 698.0 11.59 820.0 13.62 713.0 11.84 
S.M. 465.0 7.13 691.0 10.60 845.0 12.96 897.0 13.76 
Y.I. 376.0 6.14 645.0 10.54 800.0 13.07 807.0 13.19 
平均値 413.1 6.71 665.8 10.83 810.8 13.19 783.8 12.73
標準偏差 47.4 0.69 49.6 0.86 98.3 1.66 155.4 2.45
GS群
T.O. 407.6 6.62 542.0 8.80 641.0 10.41 720.0 11.69 
K.H. 374.1 6.01 627.0 10.06 800.0 12.84 784.0 12.58 
K.H. 407.9 6.55 672.0 10.79 799.0 12.83 835.0 13.40 
T.T. 382.1 6.73 499.0 8.79 683.0 12.02 827.0 14.56 
T.Y. 407.2 6.29 680.0 10.51 860.5 13.31 861.0 13.31 
平均値 395.8 6.44 604.0 9.79 756.7 12.28 805.4 13.11
標準偏差 16.4 0.29 80.3 0.95 91.2 1.15 55.2 1.06
表8． ミドルパワーおよびハイパワーの絶対値および体重あたりの相対値 ．
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７．両群におけるTスコア平均値による比較
　各測定項目ごとに全被検者を母集団としてＴスコア
を算出し，関連項目の平均値を両群間で比較した．
１）体力測定のTスコア平均値による比較
　両群における体力測定（垂直跳び，長座体前屈，反
応時間，ロープ登りテスト，腹筋テスト）のＴスコア
平均値による比較についてみると，FS群がGS群に比
べて高い値を示したが有意な差は認められなかった
（図1）．
２）1RMのＴスコア平均値による比較
　両群における1RM（ハイクリーン，ベンチ・プレス，
スクワット）のＴスコア平均値による比較についてみ
ると，FS群がGS群に比べて高い値を示したが有意な
差は認められなかった（図1）．
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び1RM（ハイクリーン、ベンチ・プレス、スクワット）におけるTスコアの平均値による比較．
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３）等尺性最大筋力のＴスコア平均値による比較
　両群における等尺性最大筋力（握力，背筋力，体幹
部の伸展・屈曲，肘の伸展・屈曲，膝の伸展・屈曲）
のＴスコア平均値による比較についてみると，FS群
（54.5±6.5点）がGS群（45.6±5.0点）に比べて有意
に高い値を示した（p<0.05）（図2）．
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両群における等尺性最大筋力（握力、背筋力、体幹部、肘および膝の
伸展・屈曲）のTスコア平均値による比較．
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４）等速性筋力のＴスコア平均値による比較
　両群における等速性筋力（体幹部の伸展・屈曲，肘
の伸展・屈曲，膝の伸展・屈曲）のＴスコア平均値に
よる比較についてみると，伸展・屈曲力ともにFS群
がGS群に比べて高い値を示したが有意な差は認めら
れなかった（図3）．
５）ミドルパワーおよびハイパワーのＴスコア平均値
による比較
　両群におけるミドルパワーおよびハイパワーのＴス
コア平均値による比較についてみると，FS群がGS群
に比べて高い値を示したが有意な差は認められなかっ
た（図3）．
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両群における等速性筋力（体幹、肘および膝の伸展・屈曲）と
ミドルパワー、ハイパワーのTスコア平均値による比較．
図3
６）全測定項目におけるＴスコア平均値による比較
　全測定項目におけるTスコア平均値による比較につ
いてみると，FS群がGS群に比べて高い値を示す傾向
であったが統計学的に有意な差は認められなかった
（図4）．
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Ⅳ．考察
　　
　本研究は，レスリング競技における日本トップレベ
ル軽量級選手を対象に，フリースタイルとグレコロー
マンスタイルの身体的能力にどのような差異や特徴が
あるのかについて比較・検討したものである．
　各被検者における身体的特徴（身長，体重，指極，
胸囲，腹囲，体脂肪率，除脂肪体重）についてみると，
いずれの項目においてもFS群とGS群の両群間におい
て差がみられなかった．よって，本研究では身体的特
徴の影響を受けずにFS群とGS群における両群間の身
体的能力を比較できるものと考える．
　本研究で得られた各測定項目についてみると，
Kuboら13）によれば，レスリング競技の日本代表選手
と日本選手権出場者およびジュニアのトップレベル選
手の３群に分類しMRIによる体幹筋群の大きさを比較
したところ，日本代表選手は，ジュニアトップレベル
選手に比べて，腹直筋と大腰筋が有意に大きいと報告
している．また，佐藤ら14）は，エリートシニア選手
とエリートジュニア選手の身体的特徴を比較した結果，
エリートシニア選手がジュニアエリート選手に比べて，
上腕部および腹部の筋に有意な差がみられたと報告し
ている．また，他の競技についてみると，石原ら15）は，
学生ラグビーフットボール連盟に所属する選手を対象
に，上位チームおよび下位チームに分類し，形体測定，
パフォーマンステストおよび等速性脚力測定を行った
結果，身体特性では，両群に有意な差はみられなかっ
たが，パフォーマンステストおよび等速性脚力測定に
おいて上位チームが下位チームに比べて有意に優れて
いると報告している．さらに，若山16）らは，大学柔
道部員を対象に国際大会出場を含む，優秀選手群，一
般選手群，部員群の３群に分類し，基礎体力を比較し
た結果，優秀選手群は，一般選手および部員群に比べ
て有意に優れていると報告されている．これらの先行
研究をまとめてみると，レスリング競技に限らず各種
競技スポーツにおいて身体的能力が競技成績や競技力
に密接な関係を有しているものと考えられる．
　Mario17）らによると，ポーランドトップレベル選手
のフリースタイルとグレコローマンスタイルを専門と
する選手では，サイド腹筋テストにおいてフリースタ
イルがグレコローマンスタイルに比べて高い値を示し
たと報告している．本研究の腹筋テストの結果につい
てみると，FS群においては，１セット目から３セッ
ト目の値に有意な低下は認められなかったが，GS群
において１セット目と２セット目，２セット目と３セ
ット目さらに１セット目と３セット目の値に有意な低
下が認められた．この結果はMario17）らによる報告を
支持するものであった．また，堀居18）らによると日
本代表選手（軽量級）のフリースタイルでは，グレコ
ローマンスタイルに比べて背筋力の相対的筋力に優れ
ていると報告している．本研究の背筋力についてみ
ると，絶対値および体重あたりの相対値においてFS
群がGS群に比べて有意に高い値を示した結果が得ら
れ，堀居18）らによる報告結果と類似するものであった．
さらに，藤山19）らは，全日本選手権大会のフリース
タイルを対象に階級別に試合分析を行った結果，全階
級を含めた攻撃動作のなかで場内の攻撃動作に比べて
場外際の「押し出し」が有意に多かったと報告してい
る．本研究の等尺性最大肘伸展筋力についてみると絶
対値および体重あたりの相対値においてFS群がGS群
に比べて有意に高い値を示した．この結果を戦術的な
側面に置き換えてみると，グレコローマンスタイルよ
りフリースタイルの方が「押し出し」を技術的により
多く必要な技として用いられているものと考えられ，
本研究においてもFS群がGS群に比べて「押し出し」
という動作がスタイルの特徴上より多く用いられたこ
とによって等尺性肘伸展筋力に有意な差をもたらした
と推測される．そして，堀居20）らによるとオリンピ
ック強化選手を対象にフリースタイルとグレコローマ
ンスタイルにおける等尺性最大筋力（握力，背筋力，
腕力，脚力）の測定を行った結果，競技成績の高いフ
リースタイルが競技成績の低いグレコローマンスタイ
ルに比べて高かったと報告している．本研究における
等尺性最大筋力（握力，背筋力，体幹部，肘および膝
の伸展・屈曲）のＴスコア平均値による比較について
みると，FS群がGS群に比べて有意に高い値を示した．
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この結果は，堀居ら20）による報告と類似するもので
あった．このことから，軽量級選手においても特にグ
レコローマンスタイルを専門とする選手は，競技成績
の高い選手で必要とされている等尺性最大筋力（握力，
背筋力，体幹部，肘および膝の伸展・屈曲）を高める
ことが競技パフォーマンスの向上に，より貢献度の高
いものと推測される．また，本研究の全測定項目にお
けるＴスコア平均値についてみるとFS群がGS群に比
べて高い傾向であった．この結果から，日本トップの
グレコローマンスタイル選手（軽量級）はレスリング
競技で必要とされる基礎的体力がフリースタイル選手
に至っていないことが確認された．レスリング競技に
おいて世界で活躍している階級は，軽量級選手が殆ど
を占めており，フリースタイルとグレコローマンスタ
イルにおける軽量級選手の現状では，オリンピック競
技大会を基準に過去6大会のメダル獲得数に関してみ
ると，フリースタイルにおいて金メダル２個，銀メダ
ル１個，銅メダル３個の合計６個の獲得数に対し，グ
レコローマンスタイルは，銀メダル１個でとどまって
いるのが現状である．本研究で得られた軽量級におけ
る日本トップレベル選手の基礎的な体力測定項目にお
いて全般的にグレコローマンスタイル選手がフリース
タイル選手に比べて劣っていることから考えると，現
在オリンピック競技大会や世界選手権などの国際大会
でグレコローマンスタイル選手の活躍が低迷している
要因の一つであると考えられる．また，1RMの最大
筋力，等速性筋力，ミドル・ハイパワーの能力におい
てフリースタイルが若干高い傾向を示すが両スタイル
に顕著な差異がみられなかったことは，現場において
実践トレーニング（技術）には違いがあるのに対して，
レジスタンストレーニングを始めとする基礎体力トレ
ーニングにスタイル別の違いが見受けられないことに
よる結果である可能性が高いと考えられる．従って，
本研究においてフリースタイルがグレコローマンスタ
イルに比べて腹筋テスト，背筋力，等尺性肘伸展力に
おいて有意に高い値を示し，他の項目においても若干
ではあるが高い値を示したことは，実践トレーニング
の違いによって生じた結果の可能性が強いものと推察
される．以上のことから，軽量級選手において（特に
グレコローマンスタイル選手）より高い競技パフォー
マンスを向上させ，世界に通用する選手育成のために
は，両スタイルの戦術的な実践面のトレーニングに限
らず，基礎体力においてもスタイルに特化したトレー
ニング方法を確立する必要性が示唆された．
Ⅴ．まとめ
　　
　本研究は，レスリング競技における日本トップレベ
ルの軽量級選手を対象に，フリースタイルとグレコロ
ーマンスタイルの身体的能力にどのような差異がある
のかについて比較・検討することを目的とした．被
検者は，Ｎ大学レスリング部に所属する10名で，フ
リースタイルを専門とする選手５名（以下FS群），グ
レコローマンスタイルを専門とする選手５名（以下
GS群５名）を対象に，身体的特徴（身長，体重，指
極，胸囲，腹囲，体脂肪率，除脂肪体重），体力測定
（垂直跳び，長座体前屈，反応時間，ロープ登りテス
ト，腹筋テスト），1RMテスト（ハイクリーン，ベンチ・
プレス，スクワット），等尺性最大筋力（握力，背筋
力，体幹部および肘，膝の伸展・屈曲），等速性筋力
（体幹部，肘および膝の伸展・屈曲），ミドルパワーお
よびハイパワーの測定をそれぞれ行った．
　得られた主な結果は以下の通りである．
１）垂直跳び，長座体前屈，反応時間，ロープ登りテ
ストに関する体力測定についてみると，いずれの項
目においても両群に有意な差は認められなかが，腹
筋テストでは，FS群とGS群の各セット間では有意
な差は認められなかったものの，GS群内の１セッ
ト目に比べて２セット目（p<0.01）と３セット目
（p<0.05）の値にいずれも有意な低下が認められた．
しかし，FS群においては，有意な低下は認められ
なかった．
２）ハイクリーン，ベンチ・プレス，スクワットの
1RMテストおよび体幹部，肘，膝の伸展・屈曲に
おける等速性筋力とミドルパワーおよびハイパワー
では，両群に有意な差は認められなかった．
３）等尺性最大筋力については，背筋力，肘の伸展
筋力の絶対値および体重あたりの相対値におい
て，FS群がGS群に比べて有意に高い値を示した
（p<0.05）．しかし，他の項目については，FS群が
GS群に比べて全体的に高い傾向を示したものの有
意な差は認められなかった．
４）両群における等尺性最大筋力の全測定項目のＴス
コア平均値による比較についてみると，FS群がGS
群に比べて有意に高い値を示した（p<0.05）．他の
Ｔスコア平均値についてみるとFS群がGS群に比べ
て全体的に高い傾向を示したものの有意な差は認め
られなかった．
　以上の結果から，レスリング競技のフリースタイル
とグレコローマンスタイルにおける軽量級選手は，基
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礎的な体力測定項目において全般的にグレコローマン
スタイル選手がフリースタイル選手に比べて劣ってい
ることが確認された．さらに，軽量級選手において（特
にグレコローマンスタイル選手），より高い競技パフ
ォーマンスを向上させ，世界に通用する選手育成のた
めには，両スタイルの戦術的な実践面のトレーニング
に限らず，基礎体力においてもスタイルに特化したト
レーニング方法を確立する必要性が示唆された．
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